
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
玉名高等学校（定時制）令和４年度（２０２２年度）学校評価計画表 

１ 学校教育目標 
（１）めざす学校像 

  ア【徳】コミュニケーションを重視し互いに尊重しあう学校 
  イ【体】自他の生命や身体を大切にする学校 
  ウ【知】生徒・職員がともに成長を喜び合う学校 
（２）めざす生徒像 

ア「至誠」高い志と誠実さを持ち、世のため人のために貢献できる生徒 
イ「剛健」真面目さとチャレンジ精神を持ち、問題や課題に立ち向かう生徒  

ウ「進取」仲間とともに切磋琢磨し、豊かな知性と感性を磨き続ける生徒 

 

２ 本年度の重点目標 
本年度教育スロ－ガン 「夢実現・未来への挑戦」～ マナーを身につける ～ 
（１）健全な心身の育成 
  ア 教育環境を整備し、生徒の健康・交通安全教育を徹底する。 
  イ 体験学習・インターンシップを通じて、勤労観・職業観を育成する。 
  ウ 特別活動や総合的な学習の時間をより充実させ、豊かな情操と人権を尊重する心を

育てるとともに生命の大切さを理解させる。 
（２）学力の向上と進路指導の充実 
  ア 一人一人の学力や個性に応じた「わかる授業」を工夫するとともに、「玉定チャレ

ンジ」等による個別指導の徹底をし、基礎学力を定着させる。 
  イ 授業時数を確保し、出席率の向上、特に学校行事等への積極的な参加を促す。 
  ウ 早くから将来の目標を設定させ、キャリア教育や面談等を通して、就業を促し、夢

実現に向かって取り組む姿勢と最後までやりきるという諦めない気持ちを育てる。 
（３）地域や保護者に信頼される学校づくり 
  ア 仲間意識を高めるとともに、自己有用感を高め、一人一人に自信と誇りを持たせる

教育を実践する。 
  イ 愛情と情熱を基調とした職員・生徒間の信頼関係に立ち、生徒とともに成長する姿

勢で日々の教育実践を行う。また、教育者としての使命感と責務を自覚し、教職員同
士が教え会うことで力量を高めていく。 

  ウ 地域の特性を理解し、中学校との連携や地域資源を活用した教育実践を進める。 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
学校 
経営 
 

学校の組織

力の向上 

 

学校組織の円滑な

運営と活性化 
 

共通の課題解決

に向け、職員間

の情報の共有を

図り、連携を密

にする。 

職員会議や各部

会、職員連絡会

等での情報を周

知徹底する。 
Ａ 

毎日の職員連絡会で情

報共有を行い、連携し

た取組ができた。各部

会で綿密な打合せを行

うことで円滑な運営に

繋げることができた。 

職員研修の充実 
 

人権教育、生徒

理解(生徒指導

・特別支援)、

不祥事防止等を

実施する。 

・総務部で年間

計画を調整し、

各係が企画のう

え、全職員で実

施する。 

・特性を持つ生

徒や課題を抱え

る生徒に対し適

切な支援体制を

構築する。 

Ａ 

年間計画に従って、意

義のある研修が実施で

きた。個別支援計画に

基づく生徒理解研修を

行うことで、適切な支

援が実施できた。不祥

事防止に向けた研修や

チェックリストにより

各自の行動を振り返る

ことができた。 

安全な学校

づくり 
施設の安全確保 年間２回安全点

検表で実施し、

危険箇所をすぐ

に改善する。 

前期、後期に各

１回、総務部が

企画し、全職員

で実施する。 

Ａ 

年２回の安全点検を

全職員で実施し、危

険箇所を把握・改善

することができた。 

緊急時の安全確保

と緊急事態対応の

徹底 
 

危機管理マニュ

アルの周知徹底

と安全意識の向

上に取り組む。 

救急救命講習や

防災・防消火訓

練等を総務部が

企画し、全職員

・生徒で実施す

る。 

Ａ 

職員で救急救命講習

と防災講習は年２回

実施し、職員・生徒

共に真剣に取り組ん

だ。消火器の使用法

を動画と実践で学び

徹底できた。 

業務改善・ 生徒と向き合う時 ・校務の精選等 ・衛生委員会に Ａ 衛生委員会において教



働き方改革 

 

間の確保のための

工夫 
により、職員の

時間外勤務時間

を縮減する。ま

た、職員の担当

する校務の平準

化を図り、職員

の負担感を軽減

する。 

・ＩＣＴを活用

して校務の効率

化を図る。 

おいて、情報共

有を行い、校務

改善等を検討す

る。 

・校務分掌の見

直しや校務の負

担の多い職員へ

の支援を全職員

で行う。 

・プチＩＣＴ研

修を実施し、職

員のスキルアッ

プを図る。 

職員の勤務状況を把握

し、教職員間の協力体

制を推進するなど担当

職員を全職員で支援し

た。ＩＣＴを活用した

校務の効率化を図るた

め、アプリの紹介や研

修を行うなど工夫を図

った。課題や特性のあ

る子どもたちに対して

関係機関や保護者と連

携した対応を行うこと

できた。 

学力  
向上 
 

授業の充実 

 
学習内容の充実 年間指導計画の

完成度を高め新

教育課程に繋げ

る。ＩＣＴ機器

など授業推進の

ための環境整備

を行う。 

年間指導計画

をＰＤＣＡサ

イクルで見直

す。ＩＣＴ機

器の活用事例

などを全職員

で共有する。 
Ａ 

各教科において日常

的にＩＣＴ機器を活

用した授業を行って

いる。昨年度より生

徒の授業評価が６ポ

イント上昇した。教

科ごとに年間指導計

画に即した「指導と

評価の計画」を作成

し、次年度に備えて

いる。 

公開・研究授業の

実施 
「わかる授業」

と「主体的・対

話的で深い学び

」の実現のため

に授業改革に努

める。 

公開授業や研

究授業を積極

的に行い、助

言や意見交換

を通じ自己研

鑽に努める。 

Ａ 

10月から11月にかけ

て公開授業週間を設

け、授業改善を目指

した合評会や意見交

換会等で職員間の情

報への共有意識が高

まった。 

授業評価の実施 「わかる授業」

等の推進やＩＣ

Ｔ機器の活用を

評価・検証し、

学習内容の充実

をはかる。 

生徒アンケー

トや職員間の

意見交換をふ

まえて、授業

や年間計画の

検証・分析を

深める。 

Ａ 

９月と１月に前期・

後期の授業評価アン

ケートを生徒に実施

した。アンケート結

果は教科ごとにグラ

フで確認でき、評価

結果を踏まえて、さ

らなる授業の改善に

努め、次年度に繋げ

ていく。 

個に応じた

学習指導 

きめ細かな指導の

充実 
生徒の進路目標

や授業における

生徒の到達度を

把握し、生徒の

個に応じた指導

方法の工夫・改

善に取り組む。 

教科担当者が

学期ごとに指

導状況を見直

し、生徒各自

の目標達成に

向けて、工夫

する。 

Ａ 

ＩＣＴ機器の活用及

び生徒の特性を理解

する会議を年に複数

回実施することで、

生徒の特性に応じた

教授方法について工

夫・改善に努めた。

その結果生徒の授業

評価が13ポイント上

昇した。 

キ ャ リ
ア教育 
(進路 
指導) 

進路意識の

高揚 

 

 

進路目標設定の取

組 
玉名公共職業安

定所と連携し、

情報の入手およ

び提供により４

年次生の100%の

進路先決定を目

指す。 

進路指導部が

企画・立案し

全職員で取り

組む。 

Ｂ 

玉名公共職業安定所

と連携を行い、求人

票等の進路情報を生

徒及び保護者へ新着

情報を多く提供でき

た。学卒求人１名及

び公募制推薦枠の私

大合格に繋ぐことが

できた。今後は、進

路未定者へのサポー

トを継続したい。 

個別面談等を通

して就業を促す

ことで、生徒の

進路指導部が

企画・立案し

全職員で取り

Ａ 
毎月末に調査を実施

しており、70％以上

の就業率を複数月達



就業率70%以上

を目指す。 
組む。 成できている。 

アルバイト情報も玉

名公共職業安定所と

連携し、さらに情報

の周知を行いたい。 

個別学習会「玉

定チャレンジ」

を通して基礎学

力向上及び進学

指導を行う。ま

た、各種の資格

取得を促し、卒

業時に履歴書に

記載できるよう

に指導する。 

進路指導部が

立案・募集し

各教科担当で

取り組む。 

Ａ 

年間４期に分け募集

を行い、基礎学力向

上（英語・数学）と

資格取得の講座を開

講した。意欲的に検

定を受検することで

複数の資格を所持す

る生徒や国家資格（

ＩＴパスポート）合

格者が出た。 

 
 

キャリア教育の推

進 
就職希望者で就

業未経験の生徒

には、集会やイ

ンターンシップ

募集を通じて、

就業への意識付

けを行う。また

進学希望者には

オープンキャン

パスへの参加を

促す。 

進路指導部が

企画・立案し

全職員で取り

組む。 

 

Ａ 

２名が応募したイン

ターンシップを１０

月に２日間実施でき

た。事前指導の成果

により事業所からの

評価も高く、生徒の

満足度も高かった。

今後も生徒のニーズ

に合う事業所開拓を

行いたい。 

複数名の３年生が夏

休みを利用してオー

プンキャンパスに参

加するなど進路意識

が高まった。 

進路ガイダンス

（専門学校４校

招聘）や就職ガ

イダンス（ハロ

ーワークとの連

携）を実施し、

生徒の意識向上

につなげる。 

進路指導部が

企画・立案し

全職員で取り

組む。 

 

Ａ 

アンケート調査を基

に専門学校４校を招

聘し生徒に２校の各

業界の講義や学校概

要説明を７月に実施

できた。仕事でオー

プンキャンパス等へ

参加が困難な生徒も

多く今後も実施を継

続する。 

１０月には、WEB配信

による就職ガイダン

スを玉名公共職業安

定所と連携し全学年

で実施できた。アン

ケート調査などの結

果も踏まえた取り組

みを継続して計画し

たいと考える。 

進路ニュースの

発行（年間４回

）を通して、最

新の進路情報に

役立つ内容を精

選し掲載する。 

進路指導部で

作成し、情報

を発信する。 

Ａ 

１２月までに第４回

進路ニュースを発行

しており、定期的に

校内での進路行事の

取り組みや４年生の

進路現況等または進

路に役立つ知識など

を掲載した。保護者

の手元に確実に届く

よう郵送を行った。 

生徒  
指導 
 

心豊かな人

格の育成 

 

 

基本的生活習慣の

育成 
挨拶、時間の厳

守、問題行動の

防止に努める。 

喫煙等の問題行

動、盗難事案の

発生件数｢０｣を

全職員の共通理

解と共通実践で

取り組む。 Ｃ 

毎日登校指導を実施

し、生徒の変化に気

を配った。また盗難

の未然防止のため教

室施錠等の具体的な

対策を講じることが



目標に取組む。 できた。今後、日頃

からの自己防衛につ

いて習慣化すること

が必要である。 

交通安全意識の向

上 
交通安全教室を

実施し、交通事

故事案の発生件

数｢０｣を目標に

取り組む。 

 

 

 

生徒指導部が企

画・立案し全職

員で実施する。 

Ｂ 

身近に起こりえる事

故や違反行為に対し

ての行政処分や刑事

処分について学習す

ることができた。 

更に、交通ルール

やマナーを守る意識

を高めていく必要が

ある。 

 自主自律の精神の

育成 
学校行事に関し

て、生徒が主体

的に取り組める

ように、生徒会

執行部を中心と

して、各種行事

の企画・運営を

充実させる。 

 

生徒指導部と生

徒会が企画し全

職員・全生徒で

取り組む。レク

レーション等の

企画を生徒が主

体性を持って取

り組めるように

助言する。 

Ｂ 

様々な企画内容に対

して生徒間の交流、

親睦を深めることが

できた。学校生活の

基盤づくりや、互い

を尊重し合う人間関

係づくりに繋がって

いる。 

人権教
育の推
進 

「命を大切

にする心を

育む」指導

の充実 

職員研修の推進 

 

 

年間計画を示し

全職員で研修に

参加することに

より、人権意識

の向上と適切な

対応能力を身に

付ける。 

人権・特別支

援教育委員会

が立案し、全

職員で取り組

む。 
Ｂ 

計画通りに行うこと

ができた。復講など

を通して教職員全員

で共有し、人権意識

と対応能力を深める

ことができた。 

ホームルーム活動

や教科指導におけ

る取組の推進 

ホームルーム活

動や各教科にお

ける人権教育の

取組を計画的に

策定する。 

人権・特別支

援教育委員会

を中心に全教

科領域で取り

組む。 
Ａ 

人権教育主任が指導

案を複数出し、担任

を中心に計画を作成

して実施した。クラ

ス独自のＨＲが少な

い中で、有意義な時

間となった。 

 
 

家庭への啓発の推

進 

 

人権教育委員会

等の案内や定時

制保護者会等に

おける講話で啓

発に努める。 

人権・特別支

援教育委員会

を中心に企画

・立案し学校

全体で取り組

む。 

Ｃ 

ＤＶ防止や児童虐待

防止のチラシ、「ラ

インで相談」のカー

ドなどを保護者に配

布し啓発した。 

 

指導内容の工夫と

推進 
「命を大切に、

心を育む指導プ

ログラム」に基

づいて指導を実

施する。 

人権・特別支

援教育委員会

を中心に企画

・立案し、学

校全体で取り

組む。 

Ｂ 

年３回の人権教育Ｈ

Ｒで学年ごとの教材

を通して、クラスや

自分自身を捉え直す

きっかけとすること

ができた。 

いじめ
の防止
等 

いじめ問題

への対策 

 

 

 

 

 

 

いじめが起きない

ための日常的取組

の推進 

 

 

 

・生徒がお互い

に思いやり、認

め合える人間関

係を醸成し、い

じめを見逃さな

い体制作りを推

進する。 

・いじめ事案の

発生件数を「０

」を目標に取り

組む。 

・人権・特別

支援教育委員

会を中心に企

画・立案し学

校全体で取り

組む。 

・ホームルー

ム活動でなか

まづくりを取

り上げる。 

・いじめの早

期発見のため

アンケートを

実施する。担

任を中心に日

頃から保護者

との連絡を密

Ｂ 

日頃の生徒指導を通

じていじめの防止に

努めた。アンケート

によりいじめ事案を

確認し、職員全員で

共有している。その

上で本人や保護者の

聞き取りを行うなど 

関係職員を中心に速

やかに実態把握に努

めた。またその後の

見守りを継続するな

ど丁寧な対応を心掛

けた。今後も全職員

で情報を共有して指

導を続けていく。 



に行う。 
職員の資質能力の

向上 

 

いじめ、カウン

セリング、生徒

理解やネットい

じめ等に関する

校内研修を推進

する。 

人権・特別支

援教育委員会

を中心に、学

校全体で取り

組む。 Ｂ 

生徒理解研修の他、

毎日の職員連絡会で

生徒の状況を報告し

情報共有を行ってい

る。気になる生徒に

ついては意識的に声

かけを行い、関係部

署と担任が対応策を

話し合った。 

 家庭への啓発の推

進 

 

 

・人権教育講演

会等の案内や定

時制保護者会等

における講話で

啓発を進める。

・いじめ発見シ

ートの説明を行

う。 

人権・特別支

援教育委員会

を中心に企画

・立案し、学

校全体で取り

組む。 

Ｃ 

いじめ発見シートは

年度内に配付予定で

ある。昨年度は保護

者向けにスマホ依存

について講話を行っ

たが、実施の必要性

を感じた。 

特別支
援教育 

特別な支援

を必要とす

る生徒への

適切な対応 

個々の生徒の正確

な実態把握と支援 
支援の必要な生

徒に対して支援

計画、指導計画

を作成し活用す

る。各種研修へ

の参加や校内研

修を推進する。 

教頭、特別支援

教育コーディネ

ーターが中心と

なり、連絡会等

を利用し、困り

感を持つ生徒を

全職員で支援す

る。 

Ｂ 

支援の必要な生徒の

情報については、連

絡会等で共通理解を

図るなど、特別支援

計画に基づいた支援

体制が整った。 

保健環
境指導 

健全な心身

の育成 
心の悩みを持つ生

徒の把握 
担任や各部と連

携し、面談の機

会を増やす。 

保健環境部が企

画・立案し全職

員で実施する。 
Ｂ 

面談週間における時

間確保や、必要に応

じた面談が実施でき

ている。 

健康診断後の治療

率向上 
健診結果を基に

した自己の健康

保持増進や治療

の促進を行う。 

保健環境部が企

画・立案し全職

員で取り組む。 

 

Ｂ 

健康診断が終了後、

事後措置を行ったが

治療の促進には課題

が残った。 

 啓発活動の推進 感染症予防や環

境問題を含む保

健だよりを年５

回発行する。 

心のケアの方法

や生活習慣調査

結果などを盛り

込み定期的に発

行する。 

Ｃ 

保健だよりは３回の

発行になったが、生

徒集会等を通じて、

感染予防等の啓発を

行った。 

 外部講師による講

演会の実施 
薬物乱用防止教

室（年１回）や

性教育講演会（

年１回）を開催

する。 

保健環境部が企

画・立案し全職

員で実施する。 Ａ 

外部講師による講演

会は食育、薬物乱用

防止教室、性教育を

実施できた。 

環境美化と

環境教育の

推進 

環境美化の推進 職員清掃日（月

曜）、定期清掃

日（木曜）を定

める。 

保健環境部が企

画し全職員・生

徒で実施する。 
Ｂ 

職員清掃は定着して

いるが、週一回の生

徒清掃の定着に課題

がある。 

学校版環境ＩＳＯ

への取組 
学校版環境ＩＳ

Ｏを周知し、実

践できるように

工夫する。 

・保健環境部が

企画・立案し全

職員・生徒で取

り組む。 

・生徒保健委員

会で牛乳パック

等を回収しリサ

イクルに出す。 

Ａ 

学校環境版ＩＳＯに

ついては、生徒たち

の意識にも定着し、

分別回収ができてい

る。牛乳パックのリ

サイクルも継続でき

ている。 

クロームブックを活

用してペーパレス化

を推進し、ごみの削

減に努めた。 

地域連

携(ｺﾐｭﾆ

ﾃｨ･ｽｸｰﾙ

など) 

情報発信 

 

情報の発信 学校ＨＰの充実 学校ＨＰの行事

ごとの更新と内

容の充実に取り

組む。 
Ａ 

学校行事終了後速や

かにＨＰの「定時制

ブログ」で生徒の様

子を紹介することが

できた。 



 連携の強化

に向けた取

組 

 

保護者との連携 保護者会（７月

）の実施を検討

して、内容を工

夫・改善し、出

欠の回答ならび

に参加率を向上

させるよう啓発

する。 

総務部が企画・

立案し全職員で

取り組む。 

Ｃ 

今年度は保護者会へ

の出席状況を鑑み、

開催せず、プリント

での周知に代えた。 

本会の意義や開催時

期、事前の呼びかけ

について改善してい

きたい。 

  地域との連携 保護者とともに

思春期の生徒へ

の対応や情報モ

ラル教育等につ

いての研修を実

施する。防災型

コミュニティ・

スクールの活動

をとおして、地

域との連携を深

める。 

・総務部、生徒

指導部、情報管

理部が連携して

計画を行い、７

月には保護者あ

てに文書で周知

する。 

・消防署と連携

して防消火訓練

を実施するとと

もに大規模災害

時の連携・対応

マニュアルを確

認する。 

Ｂ 

保護者との個別連絡

を密にすることで、

生徒への対応を行っ

てきた。 

防消火訓練では、全

生徒に水消火器を試

射させ、手順を確認

した。また全体会で

は大規模災害に備え

るための学習を、ク

イズやソフトを利用

しながら学習させる

ことで啓発を行うこ

とができた。 

 

４ 学校関係者評価 
(1)リカレント教育の観点から学校に行くことが目標ではなく、将来やりたい仕事から逆算し
てどのような勉強が必要なのか、どのような経験が必要なのか、考える習慣をつけることが
大切ではないか。地域とのかかわりの中で学び、経験することで本物の機会に触れることが
重要ではないか。このように心掛けることで、学校で勉強することがひいては地域貢献に繋
がるのではないか。 
(2)学校評価アンケートに関するグラフのまとめ方について、質問項目が多いので厳選するこ
と、グラフの色を工夫して見やすくすることで、成果と課題がわかりやすくなるだけでなく
、膨大な資料作成の軽減につながり、ひいては働き方改革になるのではないか。 
(3)全日制・定時制・附属中学校があるということは、他校にはない強みだと考える。この特
長を生かした取り組みができるのではないか。 
(4)定時制においては、多様な生徒が学んでいる中で様々な取り組みをされ、成果をあげてい
る。玉名市の広報誌において定時制の取り組みを発信することで協力したい。 
(5) 地域連携（保護者との連携）の項目において評価が低いが、学校と保護者との連携と共
通理解は必要不可欠である。よって、参加率の向上に向けて工夫をお願いしたい。 

 

５ 総合評価 
【学校経営】 
毎日の登校指導や捕食指導で生徒の変化を見逃さない指導を継続しながら、特別支援計画

に基づく生徒理解研修を実施することで、個に応じた適切な支援体制を構築することができ
た。また生徒指導や進路指導、生徒会の運営について担当者任せにせず、全職員で支援する
協力体制を推進することができた。 
【学力向上】 
クロームキャスト等の機器の導入、ミニＩＣＴ研修を実施したことで、ＩＣＴに関する職

員のスキルアップとともに、電子黒板の利活用を促進することができた。個に応じたわかる
授業の展開につながり、生徒による授業評価が昨年より６ポイント上昇した。 
【キャリア教育】 
 就業率70％以上を目標とし、概ね達成できている。学校内外での生活を通して、感じ、学
んだ貴重な体験を通して『働きながら学ぶ』を実践できた。また、『玉定チャレンジ』の取
り組みで、学力向上と資格取得を目的とした講座を開講したが、受講した生徒は意欲的に取
り組んだ。国家資格である『ＩＴパスポート試験』や全商情報処理検定試験ビジネス情報部
門１級の合格者が出た。 
【生徒指導】 
 毎日の登校指導、健康観察、挨拶指導、交通指導に努め、生徒に声をかけながら変化を見
逃さない指導を心掛けた。交通違反や交通事故は発生しなかったが、特別な指導を要する事
案が１件発生した。 
【人権教育の推進】 
 年間計画に従った職員研修や復講などを通して、全職員で情報共有を行い、人権意識と対
応能力を高めることができた。また、ホームルーム活動では、人権教育主任が指導案を複数
出すことで、生徒の発達段階に応じた取り組みができた。 
【いじめ防止等】 



 １学期の心のアンケートでいじめを１件認知した。本人や保護者に聞き取りを行い、速や
かに実態を把握した。全職員で情報共有を行い、見守りを継続し丁寧な対応を行った。２学
期の心のアンケートでは解消しているが、見守りを継続して対応する。 
【特別支援教育】 
 個別支援計画に基づいた支援体制が整った。生徒理解研修や毎日の職員連絡会で生徒の状
況を的確に把握し共通理解を図るとともに、個に応じた適切な支援を全職員で行う。 
【保健環境指導】 
 毎日の健康観察や教室及び共有部分の消毒が実践できている。また外部講師を招聘し、食
育、薬物乱用防止教室、性教育を実施することで、生徒を啓発することができた。学校版環
境ＩＳＯについては、分別回収やリサイクルの意識が定着してきている。 
【地域連携】 
 学校行事終了後速やかに『定時制ブログ』を更新し生徒の様子を紹介するなど、情報発信
を心掛けた。また、消防署と連携した防消火訓練を実施でき、水消火器の使用法を全生徒に
実施することができた。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
(1)配慮を必要とする生徒への対応 
 個別支援計画に基づいた生徒理解研修等を通して、職員の共通理解は深まっているが、個
々の生徒に対する適切な支援には課題がある。特別支援教育への理解を深めるための職員研
修やユニバーサルデザインの視点に立った授業を一層工夫していきたい。 
 
(2)キャリア教育のさらなる充実 
 １年次生から就職・進学ガイダンスの実施やインターンシップ等の就労体験、玉定チャレ
ンジ等への積極的な参加を促すなど、生徒の進路目標実現に向けた計画的な取り組みは実践
できている。しかし、個々の生徒のキャリアデザインの構築に課題がある。ＤＶＤ教材を活
用するなど働くことに対するさらなる意識付けとともに、資格取得を通して将来に必要な力
を考えさせ、外部機関と連携して高度資格取得に挑戦させるなど個に応じたキャリアデザイ
ン構築を目指したい。 
 
(3)保護者との連携 
 日頃から無断欠席や学校での小さな変化や様子などについて、担任は保護者と電話連絡や
家庭訪問をするなど連携し、丁寧な対応を心がけている。しかし、昨年度からの課題である
保護者会への出席率やアンケートへの回答率は低く、改善できなかった。学校と保護者が共
通理解を持つことは重要なので、安心・安全メールを活用した早めの案内や送迎で来校され
た際の情報交換など、できるところから改善する。 

 


